出 容量 械 


IS DIVINITIES 


これ は も う 、| イ ンダ スト リア ル ア 馬 た 


[ 鉄 騎 ] "大 多 伯 染 ニ アザ イン ワー クス 


、 全 朗 


INDUSTRIAL DIVINITIES 


INDUSTRIAL DIVINITIES 


ご あい さ つ 


平 系 より 昧 社 製品 へ の 格別 な る ご 愛 原 を 賜り 、 厚 御礼 申し 上 げ ま す 。 


西 謀 千 年 の 創業 以来 、 出 寺 重 複 は 他 に 類 を 見 な い 先進 的 か つ 独 創 的 
な 技術 力 を 生か し “高い 信頼 性 と 確か な クオ リティ の 実現 " を 目標 に 努 
力 を 続け て 参り まし た 。 


現在 で は 、 国 内 外 を 間 わ ず 直 広い 密 ニー ズ に 対応 する 製品 を 世界 に 
送り 出し て いま す 。 一 般 家庭 用 商品 か ら 、 宇 軍 開 発 分 野 製 品 に いた る 
まで 、 伝統 を 韓 び な が ら 進 取 の 精神 を 持っ て オリ ジ ナ リティ 溢れ る 商 
品 を 創出 し 、 世 界 中 の 暮らし の 中 へ 、 豊 か な 未来 の 創造 に 貢献 し た い 」 
と 考え ます - 


この 度 、 当 社 が 謗 る 製品 ライ ン ナ ッ プ を 一 常に 集め 、 こ こ に ご 紹介 で 
きる 失 会 を 与え られ まし た こと は 大 いな る 癌 び で あり ます 。 
今後 も 実り ある 未来 目指 し 前 進 を 続け て 参り ます 出 守 重 機 に 、 あ た 
た か い ご 支援 と ご 愛 放 を 馬 り ます よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 


代表 大 久保 浪 ニ 


出雲 重機 と は ? 


* 出 肢 重 機 " は 、 デ ザイ ナー イラ スト レー ター の 大 久保 淳 に よる メ 
カニ カル キャ ラク ター デザ イン の 創作 実 除 企画 で あり 、 作 品 発 表 の ひ 
と つの 形 で ある 。 実際 の 重機 を 製造 ・ 販 売 し て いる 会 社 … と いう わ 
け で は な い 。 


し か し な が ら 、 出 肢 重 要 を 「 虚 構 の 存在 」 と 言い 切る こと は で き な い 。 
人 々 の 視線 を 釘 付 に し 、 好 奇 心 を 訪 掴 み に す る ほど の 斬新 な フォ ルム 
に も か か わら ず 、 現 代 社会 の 生活 感 ある 風景 の 中 に 置い て も 閣 和 感 の 
な い 出 寺 重 材 の デザ イン 。 し か も これ ら は 揺 る ぎ の な い 、 圧 倒 的 な り 
アリ ティ を も っ て そこ に 存在 する 。 


その ひと つの 理由 は 実際 に 作動 する 隙 の 挙動 や パラ ンス 、 束 度 まで も 
が それ ぞ れ の 重要 に 関し て 門 定 さ れ て いる か ら 。 ま た 、 パ ー ツ ー 点 一 
京 に 至る まで その 構造 や 取り 付け 方 が 只 味 され てい る の みな ら ず 、* 同 
部 品 を 他 の 機体 に も 転用 で きる の か ?" と いっ た 汎用 性 や コス ト 人 性 に 至 
る まで 、 ま る で 経営 者 の 視点 に 立っ た 開発 方 法 を 行っ て いる こと に よ 
る も の : 


同時 に 出 寺 重 和 は "メカ ニカ ルキ ャ ラク ター" が 、 神 話 や 宗教 と いっ た 
吾 来 か ら の モチ ー フ に 成り 代わ る イコ ン と し て 、 普通 的 か つ 抽 銀 的 原 
理 の 表現 に お ける 最新 の スタ イル で ある と と を 提唱 し て お り 、 大 久保 
光二 は むし る ( 旧 空 の 重 和 メ ー カ ー を 仮想 する と と より も ) この 考え に 
重点 を 置い て 禄 作 活動 を 行っ て いる 。 


披 径 は あく まで も 人 間 と は 一 線 を 画す る 存在 。 
それ だ か ら こ そ 共 存 で きる 。 
出 寺 重機 の 全て が 論 か に 物語 る 。 
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"Ur/Ei-12600" 


Coordinaion and posture coQtrel Url 


・Ur/EF12600" 宙 恒 ユニ ッ ト 


8 細 
人 キャ ナー と ナビ ケー ショ ンジ 
し な 生き b で あり 、 メイ ンコ ニッ ト 
放し で 605 各 能 で 6。 


Ur/Ei-12600 Series y 22WT 
UEHH2600 


メイ ン ュ ニッ ト と 詳 陣 ユニ ッ ト の 基 介 と し て 
UEL12500- 人 コート を 介し て いる タイ 


pwr 


電 み 合わ せ が 可 能 に か っ て い 6。 


6 
昌 WNW 
Special Purpose Type 


用 人 重要 
持 し で いる メイ ン ユ ニット が 、 UEi12500 の 4 
ンコ ニ っ ト E の 本 を 析 > で い 。 


3aeN 


sawr 


CONCEPT&VARIATION 


Biped Locomotion Type 


ラー ラレー ド O』 う に 昌 
1ー ル オ る タイ プ た 二 足 あ 抹 
を 3 タイ プ の 2 に の かれ る 。 


Large Quadrupedal 
lo n Type 
大 田中 重 


還 の 大 二 ユニ ッ ト で 立 し す る ウイ の 
生か いれ の 用 に 和 人 し 。 導 人 は 区 6 っ 
CC3 


9 ーー お ニー 本宮 と し て て に 遇 うた |E い 3 コン セプト で デザ イン され 
20WT Del た 条 そ K が 90WT Dalio で ある. の 間 ユニット 円 
に に 】【@:9) そして を する 9 の 上 人 も ので ちる 
フト WEG 四 AN ヘ ッ ド ラン 1 と 1 介 り 人 氏 K の も シタ ー、 カ 7 う の ま う を も 
の が Wh る 入 に は テー ル ラン プ の ょ う 6 も の も あり 、 時 
Ti サテ の 多 の る 寺 えて いる よう だ すら 5、 計り 全 ん 
た 上 上 て 還 を の で ほな い な 1 昌和 に 導く と 計 を 
し し * 和 の よう に あるいは の よう に 箇 を ち っ くり を 上 な が 5 末 


ey We 


を 人生 和 を 基き の だ ろう 六 人 の ボー ル シ ジョ イン ト ど 生還 に より. その 拉 を は 
Yen 絡め て スム ー ズ と 時 われ る 。 外 ユニ ッ ト へ の 前 も 量 小 隔 に 拉 え られ 、 高 光晴 
エー 人 や 大 生還 コン ビュー ター の 欄 革 6 可能 と 思わ れる | 回 


白き さま よう 多 依 れ ぬ ロボ ッ ト 、 し か し 人 々 は 長い て 足 を 直 
ぬる こと も な く 、 当たり 前 の よう に 生 を 授 り 過ぎ て ゆく . これ 
は まき に 福本 仁氏 の 折 信 それ も 悪 今や 旋 物 が 生み 出す 
お に ろ ね お どろ し く い る の で は な く 、 さ し て の 無い 「 意 お 
化け 」 の 画 で あろ う 。 その 目前 や 福 艇 は 入 知 の 豚 ば ぬ と ころ 
に ある も の の 、 こ れ は 較 途 いな く 匠 存する 企業 に よっ て 軸 作 
きれ た プロ ダケ クツ ニ 製 員 な の で あり それ 散 に 質 中 に 
し て も 遂 和 奄 が な い 。 財 の 峰 基 が ら 「 浮 く ] こ と な く 、 格 の 
て 貞 各 に 沼 け 込 を で いる 。 そ と に ・ 答 る モノ" に 物 付 か ら 人 
に は 、 た だ の あり ふれ た 理夫 の 一 新 と 護る 。 


デル コ 


_20WT Delco 


メ の 用 は 引 い で す 。 子供 の 頃 に リア ル 志向 の 
を 選 て . 現 中 の ある 電 写 に 者 造 を 生け ま 

で も その 人 。1996 年 EHONDAO fP2」( ま ASIMO の 
敵 機 が 動い る を 見 て 、 ア ニ メ 約 な 考え 方 で デザ イン 
され た ロボ ッ ト と 現実 の ロボ ッ ト は こう も 癌 う の か と 。 その 


ギャ ッ プ が 軸 和 尼 の 出先 点 だ っ た ん だ と 思い ます 。 この 
デル コ が 最初 の 上 人 に たり まし た が 、 失 く に 当っ て 自分 で 決 
め だ ル ー ル は 「 メ トイ ッ ク に 」 そ し て [現実 の 展 誠 に 溶け 人 
の 2 上 信者 は 人 々 の 左 捉 生 に 所 える 方 で 実 


し は うみ まし た 4 


20WT Delco-T 


いた Deco 人 で ちる 
了 の 拓 か 下 の 20WT Deko 
て より クモ 新た 回 


ダイ ナミ ッ ク で 章 き 
中 


Delcp の デザ イン に 当っ て は まず フ ォ ルム か ら 入 り まし た 
クモ と いう か 上 朗 と いう か 、 何 か 人 間 と は 全く 條 押 な も 
の 。 ある い は 一 衝 の [人 形 物 」 と 言っ でも 良い で し ょ う - 旧 


本 な 形 明 を し て いな が ら も 身 味 を そそ られ る 。 必 に 引っ 昌 
か る 。 そん を カタ チ を 考え まし た 。 それ で い を が 5 日 の 


屋 和 の 中 に 導 軒 いて も お か し く な い メ カ と し て 活か す 。 モ 
れ が チャ レン ジ で し た - 表面 や パー ツ の テク ステ ュ ア は 、 
本 物 の 重 価 の カタ ログ 導 が 参考 に な り ま し た 特に 
[KOMATSU」 の パン フレ ッ ト は 旦 し まし た 


ii 


回 3 19WT Y-Delco 


1997 和 に 攻 か か た 量 の 和 が |Delee の コン セブ ト 
一 呈す ちな 5 は 、 ご の Delco は 箇 品 公 に 身 け で 
の プア ロダ クシ ョ ンプ ロト (人 に 当る WT2D 
Delco ょ り 才 大 きく まん バーツ ウ 相補 導 で ある 。 回 


イデ ルコ 


2002 和 に [和央 」 の 作業 を 続き まし て 計 め た 結果 こそ 、 最 の 旦 に 当る 凍 貢 の 20WT Deko 
間 」 を 再 枝 し よう と 思い 、 そ の 人 な の で す 。 いわ ば 、「 コ ン セプト 画 …「 手 作り の 蔵人 」 
で すそ の 人 [出生 欄 | の フィ ギュ ア 人 企画 が 持ち 上 が け 、 「 加 」 と いう 実務 の 工業 和 剛 革 の よう な プロ セス を 私 
" 剛 で 作る 婦 上 は シン プル に "と いっ た 方 名 で きら に 自 人大 6 ず し て 為 ん で いた こと に な り ます 。 wwfi 


22WT Sai 


統 も いな い 真 往 の 住宅 守 に 、 あ た か も 選 揚 扶 の 知 く 公 む 円 
護 下 の 変 。 そ れ も 知 い 国 因 に 複 委 が 配 寺 まれ て いる 。 これ 
らち は ゆっ くり と 穫 凍 し て いる の か ? それ と も その 壇 か ら 生 
か な い の か 7 無音 の まま な の が ? ある 特 の 電子 音 を 先 
する の か ? それ と も 人 の 声 で 話し か け で くる の が? そ も 
で も この 光 條 価 が あり ぶれ た 日常 な の が ? それ と も 息 
信 刺 還 な の だ ろう か ? 県 入 に 浴 け 込む 、 自 奈 に 巴 人 む 、 と 
いう 衣 は いつ も る の 出 肝要 机 品 。 し か し 思い が け な い 場所 
で あと 出 名 っ た お 地 必 極 に を 持っ て 行か れる あの 画 賠 の 
よう な 、 思 層 な 胸 工 き 。 


人 


の 因 部 ユニ ッ ト が ます 日 を 革 《 内 問 か 6 は 其 ら か に 、 何 か か 放 た れ で いる | と いう 印 和 受け る それ は ある 竹 の 提 湾 が 六 和 の よう 6 の だろ う が 。 頂 二の丸 


い 部 は 便 か た ず 隊 そよ う で も あり 洗 乱 ガス や 租 の よう を も の を 導 艇 させ る と 失 還 を れる 正面 の ー つ 日 ポン サー(1) は 、 こ の 可 伯 の | 非 人 間 
画す る 在 邊 で ある | こと の 明 己 主 午 な の か ? 29WTDeleo の 流れ を 救 み な か ら 6 還 箇 が 人 さ れ 。 よ り 村 相 に アレ 


は と 得 や か に 朱 前 する が 電 是 まね る 。 サ イド に 有 き 立つ アシ テ ナ る 気 に な る 


天 と は 一 和 
な 正和 か ら は 、 あ ちゆ る 調和 な 
加 


サイ 


キュ リティ ロボ ッ ト の よう を る の を イメー ジ し て デザ イン し よう に 思い 、 転じ て 
交 を モチ ー フ し た 人 です 。 円 抽 形 に そそ り た つ フ ォ ルム は ヒン ズー 衣 の シ 
ウー リ ンカ に も しま す が 、" 較 の 人 人 "で ある と いう 記 が あり ます - と 
BB に や ・ 午 な どの 間にあっ て 、 上 や 休む だ を 訪 く 邊 簡 な の 
た そう で す 。 人 人 の Sai は 「 夫 (さい ン ふ きぐ) に 申し て いま す 。 waedi 


ーー 81WT Catam 


ポス ター 用 大 加 に 前 し て カニ 軍 | を モチ ー プ と し て デザ イン され た 本 休 た が 、 と ちち か と いま は 届け る れ た カニ) より 6。 補 二 に 滝 に 生 $ て いる か 
(人) の イメ ー ジ が 測 い 温 の 下 く 。 一 や 寂 和 に 表 を つい は ん で いる 訂 を 補 紅 を でる 本 本 も また - 還 々 と 仕事 を こなす の だ ろう 20WT Deico に 大 量 カ ッ タ | 
ー ア ー ム もり た デザ イン 恒 和 の 旭 用 、 る し く は 押 か ら の 人 用 あらい は を 目的 て られ た の か ヘッ ドラ シブ テールランプ が 告 か れ て い 
まこ とら 5 用 問 が か を 褒 ら れる と 時 われ を また Deico 系 と し て は 初 と な る 前 直 う デ ザイ ン の 上 な 征 われ て いる 全 に る 注目 し た い 回 


カタ ム , 


者 きた い フ ォ ルム に 泊り 用 民 の パー ツ を サン プリ ング 8 コー ッ パ の 重 人 メーカ ー を 和久 に し ます 同じ 上 的 で も を リ デ 
ラー ジュ る 、 と いう で 風 の 可 は 評 て いき ま サイ ン の 貞 を る 拉 が あっ た り し て 、 昌 本 の 人 と の 名 の 
す が 、「KOMATSU」 な どの 国産 メー カー の パ - 使う と 疾 違い を 隔 じ ます - 機械 学 的 を 知識 は あり ませ ん が 、DEMAG 
至 に リア リティ が 出 ます 。 傍 に ちょ っ と キャ ッ チ ー に 、 見 る 人 社 や Widgen 杜 の 製 品 に は 心 基 か れ ま す 。 

に "人 だ Usiy* と いう イン バク ト を あえ た い E は ヨ ー ロ て 


28W2G Waira 


30WWT Delco'5 の バリ エー ショ ン と 畔 ね れる 害 革 導 ユニ ッ ト ガ 隊長 デザ イン ビ 導 され 扇 め ら 長 い ゲ ー ム が 人 8 ひけ て いる 
= アーム 上 下 に 回 転ずる よう で あり た 測 圧 ウリ ンダ ー に よっ で か な り の 仙 還 に を 胡 え 5 衝 る と 見 6 れる また 、 ヘ ッ ドラ イ 
は アー ム 衝 半 に 付い て お り 。 欠 に 作業 エリ ア を 吊る く 柚 ら す で と か 可能 た ろう アー ム 先 に は 何 か の 伸 出 吉 ぁ る い 
」 ピ レー ター 株 の る の か 見 ち れ る が 。 任 め な タイ ブ に 提 弁 な の で は な いかり 


ワイ ラ , 
た 90 の 9 ミア プラ シド で し た 
の GT ジャッ ヒ ブリ ント する イラ スト 用 に デザ イン し 村人 
うた A4 し 6 えら 潜っ も わか 
て この K り シー と し て "の ちの で 拓 


は 模 か を い "こと に 決め で いま す が 、 や は り 最 初 は る ご 
と に 各 死 だ っ た の で あがら きま に 攻 各 で し た 机 時 
に 作 室 に め まし た が 、 フ ォ ル ム が 衣 、 兵 を 拓 させ 


る よう で す if 


28W2G/A Gawri 


CoreEmn 


re ae 


代 の 殖 刀 ユニ ッ ト ( は 基 香 モデ ル 。 20WT Delco の 面 有 を ほとん と 得 し で いな い 、 記名 正 守 の タイ ヤ が 窒 か れ た 沙 生 モー ド 
の み の テ サイ ン と な っ て お り 、 他 と は 一 線 を 本 し で いち. いか に も パワ フル を アー ム だ が 、 その 弄 本 か ら 用 傍 は 了 ち れる た ろう 
本 人 区 方 の 四角 い ポッ クス 人 分 が 大 化 き れ 、| 化粧 まわ し ! の よう に も 見 る 


Fa 
ガウ リ 

大 好き な 映画 、「Monsters。 Inc.| の 主役 “サリ ー" へ の オマ ザイ ン に は 、 実 要 に 軒 物 の 解 休 現場 で 使用 され て いる 導 圧 シ 
ー ジ ムイ で す な 。 全休 の フォ ルム も 、 大 きく て つら な 。 』 ペ ん 用 の 先 寺 アタ ッ チ メン ト (カッ ター ヤク ラン パー を など) 
つっ 上 6 人 し く て 5「 な あの 気仙 和 9 打 記 を 作 に し て いま すか 

で 時 し た く て 、@ 々 と 工夫 を ご 5 し まし た 、 ア ー ス 入 交 の デ wi 
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これ hb20WT Delco か ら の バリ エー ショ ン た が. 各部 ユニ ッ ト は より 小 暫 と な り . 下 半 和 は 基 に 近い 剛 角 が 大 誤 に な っ て いる な ど 。 よ り 症 和 性 を 
現し た スタ イル と な っ て いる 。 電 大 の 枯 本 と も 言え る の が フワ ロ ント に 付い た マニ ュ ビ レー ター 提 末 な 作 生 を こなす た めか 。 人 問 の 手 と 由 く 也 た 外 
四 を 大 し て いる また 、 本 人 部 に は ゲン テ ナ リ 立っ て いる 村 体 る 訂 り | カブ キリ は "折尾 の 名前 「 に 由 系 し て いる 回 


カプ キリ 」 

こい ウェア ブ ラン ド だ っ た 頃 に デザ イン た 林 で す 。 やはり 
軍 に 有り が 邊 い 、[ 衝 モノ 」 の 名 近 り で すわ 。 マニ ピュ レ 
、 革 へ リ [AH63 ア パッ チ 」9 の に 拓 寺 き いて い 
ント ガン を に し た 3 誠人 が 人 信 き れ て いま し た 
再 構築 に 伴っ て フォ ルム の 格 古 鍋 さ を その まま に 、 マニ ピュ レー 
ター に 提 し まし た of 


S2WT Kamdo 


謙 剛 が 診 正 され た この 化 件 は 、 人 間 が 訟 く 陸 の その 吉 さ で 、 

還 記 際 の 中 々 、 ど こま で も 百 っ て いる 。 3 つの 目 は 、 こ こ に 両 ら 
旧 す 人 ー バ の 生活 を 重 か に 見 守っ て いる の だ ろう 。 庫 が 6 
間 本 に 坦 え た が その うち 2 本 は 「 邊 」 な の か も . 何 か 役 に 立 
こと が で きる の だ ろう か? 術 が 詩人 ま る 夜更け や 明け 

記 2、 て 本 る 人 々 の 四 硬 を し な いよ う 、6 開 全 前 を 上 年 に 
本 つて 臣 を 立て で に 下 和 を 半 け て いた 。 (の 乾き 目 か ら 
し く 、 類 し け を 元 も 出 て いた が 、 人 その 事 ら し の 各 頁 は し 


内 JR な? ピ 和 30WT DecoH り 85 に 上. 人 かつ ファ ミリ ーー に 化し た 人 大 モテル た いう 人 せ 寺 人 ける バー ツ 杭 は 呈 と LC の 人 汎用 
よく きわ れ て いる が 、 分 を れ は を い - で も こい つの そり の る 各 エ デ サ イ ン a て い 、 連 に イル ミネ ーション を あし 5 うた 由 押 の 人 プロ ント モン サー は 虹 っ Bm の み に 財 を 本 っ 
7 由 療 に は きっ と 、 も っ と イイ も の が 陸 ま っ て る ん じゃ な 本 と 、 部 デ サイ ン は より SF 人選 めで い また 、 カ ラー バリ エー シュ シヤ マー ネン グ も ま し て いる サン フリ ンク は 晶 林 りみ ど 5 す 誠人 ち 8 行わ れ て 
ae いる W に 量り に 見 られ た 昔 り 失策 め 50 トレ ー ス な ど . 大 久代 の | 時 且 フェ オ ぶり が 福生 まれ て いる 四 


カム ド 
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20WT 入 で 引 み で いた "昌和 的 を 必 拓 に 有 座 む デ サイ シャ 
いう 拓 の 時 に 対し て 、 こ の 520T で は より 大 胆 
に 失 し よう と 思い まし た 。 いわ ば 、" フ ィ ク ショ 
で い を 芝 め を "や け で す 。 骨 癌 は 、 や は リク モヤ 恒 京 が ペー 
ス に な っ て いま す が 、 円 角 の 也 や 細い 和光 部 [STAR 
TREKI の US エンタープライズ 号 っ ぱい で すね 。 また | 
間際 ) の フチ コマ と の 環 信 を よく 痢 層 ま れ ます 人 


下 守 は 員 学 中 の 頃 か ら 林 し ん で いま すか ら 、 そ の 穫 を 
有 議 に 受け で いる 可能 性 は 害 定 し ませ ん 。 で も 実際 の と こ 
ろ 、 こ の カタ チ の 拓 麻 に し た の は PREDATORI の マメ ク だ 
っ た と 思い ます - また - 和 番 標 と し て は 接 め て 「 条 の 用 名 と 
の 人 写真 ] に 拠 虹 し た 林 で も あり ます 。 人 必 を 下 町 に 設 


剛 と し て は 導 色 に も いえる 。 人 が 胡 っ て 揚 す る オペ レー ショ ンタ イブ の 生体 34W2GUA Gmwri( ガ り ) の フォ ルム は その ま 
! に 現す る 看 全 IRONATSU 放 ) か ら の サン フリ ンク を 行い リア ル な 折り 転 名 計 みて いる いか に る 設 穫 らい 
い 革 和 を 六 由 する た め 。 カ テー リン ダ に る 次 えて ステ レポ タイ ア な 「 和 名. を 区 上 いわ ゆる クサ か っ と 邊 "を 末 芝 し て いま 較 
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下 を 球 け る 一 本 で 出会っ た 。 力 色 い アー ム を 大 ば し た り 
粘 め た り 。 蜂 々 上 体 を 休 け た り 。 一 不 乱 に 個 い て いる , キ 
ャ タビ ピラ や 車輌 の 付い た 合 導 の 重 織 と 税 い 、4 本 凍 を 巧み 

カレ て 玩 動 する 。 その 足取り は 濯 ら か で ど ご か 硬い 。 
理 を 送る 星 一 の 首 を 価 め ぬ よう に あ るい は 計 記 の 章 在 を 
前 まま な いよ うに 。 で も 一 体 、 名 を し て いた の が ? 知 木 を ど 
け て いた の か る し れ な いし 、 水 を 引く た め の 渡 を 握っ で いた 
の か も し れ な い , で も “ 殺 か 赴 の た め に な る 仕事 を し て いる " 
と 信じ させ る 界 囲 系 が あっ た 。 風体 中 央 に コッ ク ピ ッ ト を 現 
現し た 時 、 運 転 し て いる 人 を 諾 家 し く 思っ た 。 
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を 笠 い た 使 に "これ は 自分 で 動 


ポッ ト み た いな を も の より も 、 こ の 仁 休 ぐらい の 大 きき が 了 度 
朋 い な 、 と 思い ます 。 個人 的 に 


ul 和 
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頭 施 地 面 と 平行 に 論 か せ 、 前 儀 の 肢 を 還 ん だ 居 旧 交替 の 
まま 、 補 神 は 意思 を 持つ か の よう に 疾 定 し 、 や が て それ の み 
が 知る 目的 地 全 近 で 静か に 停止 し た 。 科 本 車 の 運転 年 た ち 
は な せ か 不安 に 弁 ら れ た よう 。 如 っ た よう に タイ ヤ を 起 ら せ 
な が ら 追 い 越 し 、 後 ろ も 見 ず に 十 り 去っ た 。 や が て 巨体 
胃 か に 只 り 、 四 肢 が ゆっ くり と 、 し カレ カ 強 く 開い て 立ち 上 が 
る 。 そし て 長い 頭 部 が 明 天 の 空 を 見 上 げた 。 入 々 の 視 細 も 
それ が 見 上 げ る 空 を 補 補 う - ます ます 負 負 が く な る 委 行 
き 。 問 く で 只 も 低く 守 く 今 か ら 何 か が 走る の か ? そ 
と も 、 こ れ が ある た め に 阿 も 起こ ら な い の か ? 


20TW 和 を その まま 硬化 し た か の よう な 下 半 和 に 。 移 其 と も 、 ミサ イル 部分 どる 。 ある い は 視 氷 の ハジ コザ 相まって いる と る も 本 
細い 大 和孝 が トッ シリ た 取り 付け られ た は 圧 和 代打 生 程 を デザ イン サ 6 こと を 当 隊 がら 定 し 。 前 か ら 3D8 
か 近 用 され た 相 俸 で も ある 事 守 。 本 本 の 間 隊 や シリ シダー 各部 の ライ ト 笛 、 ハーツ の 秀 く が 地 の 所 品 に 流 骨 され て いる 。 大 
全 の 還 の 中 で は 大 昌 紅 メー カー と し て の 生殖 や 「 コ スト 代 | ま で も が. 天国 の 和 営 才 の よ うに 時 かれ て いる | 回 


回 


ド ト ン 
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これ も 元々 は ウェ アブ ラン ド 時 代 に デザ イン し た も の が ペー 
ス に を っ て いま す 。 当 は 和 交 に 巨 な 銭 ロ も あっ て や は り 
和 人 由 で し た 統 と ゴリ ラ を 最 合 し た よう な いか に る 
09 で 男 具 い フ ォ ルム で 捕 持 に 全品 を 無く し て 到 


勢 し まし た か 、 そ れ で も や は り 交 っ ば い 印 象 が 人 い の か 、 
計 間 が 論 い 機 体 で す .「 ア ンチ 長吉 の 出生 人 と し て は 、 通 
飲 の 恒 尼 より 拉 風 な も の の 沸 虹 が い 、 と いう 下 裕 は ちょ 
っ ER し いか 6 し れ を せん ね 。 4 


EE 


雪 
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川 向 こう の 凶 吉 が 愛 わっ た の は それ が やっ て 来 て か ら 。 で 
も . 決し て 目 陣 り と は 思っ て いな い 。 ある 日 、 湯 る よう に 車 
で 写っ て で き て 止ま っ た 。 それ 以来 、 移 て いる と き に は 大 手 、 
陳 い で いな い 。 どちら が 前 が 偽 ろ か 判ら な い が 、 み ん な 阿 | 
方 向 を 向い て た だ 立っ て いる 。 いや 、 座っ で いる の か る も しれ 
ない 。 時 人々 束 の 朋 庶 が 変わ っ て いる が 、 こ れ も ど う 動く の か 
は 知ら な い 。 地面 を 振っ た り 土 妙 を 光 う の に は 良さ そう だ 
が 下 を 向い で いる と と は あま りな い 。 生 橋 の 日 基 し に 光 ち 
槍 子 は な ぜ か と て も 空 ら ぐ 。 で る "決し て 仙 に は 近寄ら な 
い ほ う が 良 い "と いう 所 も 、 な ぜ か し て いる 。 


デザ イン 務 「DESIGN PLEX (00 年 1 月 で 出生 の 特集 が 栓 まれ た 庫 に その カバ ー ア ー ト 用 に デザ イン し た 大 人 名前 の | ホ ウリ ン | は 大 外 借 いわく" 監 ( あ 
ご て) か て 末 才 っ ば い 全 で の 曽 "から 付け な と の こと -「 計 を 儲 ん で 休ん で いる 臣 」 の ファ ルム る 重 科 に き 押え で いる 。 大 人 の まな 孔 は る ん に も いえ め 天 


を 感じ きせ る し か し 較 時 に 


パラ ソス ウェ イト 硬 枯 と し て の 表 了 的 や る 予 さ せる 


加地 を あり 電 @ い は ほど 大 きく 取り 、 邊 条 和 を ら は の パラ ンズ が た だ 箇 潮 で る あ る 拉 や 電 面 の 表 あ る い は 休 か を 提 
3 性 る LC 池下 あら 何 が を 天上 み 上 げ る 作業 の 障 の ボン プ を 午 が す | 


ホウ リン 
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人 で 巨大 ロボ を 作る 必要 が あっ て , その と き に 穫 和 を 大 
に し よう と 考え まし て 一 は 回 第 に 各 入 っ て いま し た 。 伝 子 
レベ ル で 粘 み 込ま れ て いる 答 ら に 対す る 邊 や 休 の 人 | 
の よう を も の が ある ん じゃ る いか ど 史 っ た ん で す 。 それ を 記 
用 で き な い か に 。 そ 時 に [最新 の 成果 ) と し て 、 抽 間 が 
衣 ん で 人 ん で いち イラ スト が 至っ て いた ん で すね 。 それ 


が を ん と る 示し く 、 ま た 不 所 叶 で あり 導く 印象 に 攻 り まし 
た 。 を の シル エッ ト 《、4TWT four nk で ほ フ ォ ル ム の モチ 
ー フ に し て いま す 。 アニ メ ヤ マン が 、 時 に 登 す る も の を 銀 
に し て ば みり いる と 、 な か を な は を 臣 う に と が で きよ せ 
ん で すみ 5、 な る べく 々 を 物 を 家 に 見 た りり し て 
人 fB に 反映 ませ て いき た い を 、 と っ て いま す 。 wo 


2 


近 き 。 人 し き を 素 避 する 山 阜 の シル エッ ト 巨大 を 4 軸 は 前 何と を 音 め 方向 に 大 き てき 出 し 。 ゆっ くり だ が 生 に 行 する 要 体 で お る こと を 傍 せる それ が 圧 
潮 に 。 大 久 仙 は 上 陣地 より も 、 る ら に 拓 和 を 議 し た 同 - 敵 の デザ イン を 更生 に 反 味 きせ で いる 。 頼る 背 中 と も れ る 上 操 の 笠 台 部 分 は 大 いと 抽 幸 の 油圧 シリ ン 
ター に よっ て 支え られ 要 大 岳 に も 剤 える 30 計 に よっ て 画面 の パース 柄 庶 に も 幼生 思 が 払わ れ て いる 店 る 出 重森 ら し い . その 手 注 は 玉 大 て も 硝 実 に 凍 
四 で れ . 臣 と リア ル さ の 翼 に 一 役 軸 っ て いる い | 


[ 感 の 浦 出 に な る と 考え まし た 。 ゲン プ と いう ネ 
2 の で す 。 ナシ ョ ナル ・ ジ オグ ラフ ィ ッ ク ・ チ ャ ン ネ ル で 陵 委 の 特 人 番組 が 何 か を 鶴 て E 0 信成 像 を 作る に 当っ て 、 こ の 直 大 型 の 細 体 を 

25WT Genbu ん SBCcveiHS2M0S HE22REREGS8E7 に eX 

1 いる の 底 は だ こ 名 愛 5 し きる 千 5 れ ます また 、 三 人 畠 く フォ ル 4 


ウェ アフ ラン ド 時 代 に 指 き 耳 め た も の の うち の 一 つ で これ も 初 角 に デザ イン し た も ム は ズッシリ し た 印 旬 を 生え 


四 
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下 自 向 に 前 眉 な みな その 次 例 と 、 寒 出れ た 腕 の よう な 
: 正面 に 立た れ て ちょ っ と 尼 み っ ぽい ヘッ ドラ イト に 号 ち 
きれ た ら 、 き っ と 培 め られ て いる よう な 気分 に を る だ ろう 。 本 
の 郎 分 に 字 え 込ん だ 福 末 な 厩橋 も 素 に な る 。 七 か の 仕事 の 
た め に ある の だ ろう が か 、 で きれ ば 自分 に は 前 集 な く あっ て 
し い 。 信夫 が 失 岡 邊 反 事 両 の 神 発 に 、 こ ん な 提 禄 を 再 入 
し た ら 増 な 感じ 。 遂に 人物 の 外部 仕上 げ や 、 談 空 攻 、 租 和 の 
境 憎 本 引 な どの 較 凍 な 作業 に 当たら せ た 6. 笠 涼 元 の 社 
寺 は この 重 格 の 異人 的 な 面 玩 に 岳 足 する か も し れ な い 。 何 
に せよ 、 コ イツ を 食 さ ず に 陳 か せる の だ か ら 出 二 草 上 は た 
いし た 主 社 だ 。 


由 還 避 と し て は 初 3 机 唄 で あり 、 パテ ジス が 取れ て いえ の か ある い は 克 要 し そう を の か 名 うい 粗 を つ折 に 全 陣 的 と も え 


すう を ほ と に き 送 まれ た 上 部 コッ ト 部 と .2 肝 の 完 氏 が 「 所 と 「 人 人 か に 1 の 2 夫 に 分 か れる 部 人 は 装丁 沿 圧 リ ンダ ー 
バイ ア 導 が 生々 し て 寺 出す る 上 人 合 で あ る な お | か か と | に 関し て は 30WT Dotan( ド トン ) か 5 の ハー 流用 外れる 


D5WT Rou-Monn ロウ モン 


【STAR WARS の ATST や IROB0COPI の ED 209 の よう を 
人間 W2 沙 行 ロ ポッ ト に 対す る 私 の 昼 れ を 、 出 生 林 の 流 
伴 で 形 に し た 、 と いう と ころ で し ょ うか 、 足 先 に ヴォ リュ ー ム 
を 持た せ て いる の は 委 定 と 攻 大 感 、 重 和 の 注 昌 の た め 。 


本 人 部下 えて 朋 し て 危う く 、 脆 い 村 導 に な 
ルム と 困 叶 に 大地 を ガッ と 前 み し め る よう 人 
に あり き で 制作 し 、 計 憎 の コチ ャ ゴチ ャ と し た 3 
付 で 人 的 に えて いき まし た 。 


り 人 和 が 世 欠 に 生 け て 開発 し た 条 遠 行 ロボ リト | つま 先 で 地面 を り な が ら 正 る た め 、 ク チュ ウ や ビク イ ドリ の 先 導 の 本 計 を トレ ー メ し て いと 
MVR5 M 大 果 を 面 め る た め に 外 生 に 府 軸 し し か る 半 常 より 地 電 上 まい 1 許 に つき 6 還 折 も の 生生 の 区 才 に より . 本 時 の 且 動 や 上 下 動 は 守 全 に 太 和 され 。 大 台 に 
OVer の ショ ッ タ を 記し か し . し ゃ が ん た 作る に 6 が あ り そ う な の て 、 55 く 析 の 提 の 下 らし の は 前 ブ ミッ ト フォ ー ム が 本 たろ 3 


人 拉 が 可能 を 章 方 に 向い た 1 寺 の 太 邊 カメ ラ と ヒゲ 拓 に 実 ま 出 し た セン サー が . な ん と も ユー モラ ス を 表情 人 閣 し 出し て いる に | 


きっ きか ら ア イツ - 差 っ て も みた い - 条 物 を どこ に 
間 = て . て h に 所 か 見 つか っ た と し て も 、 ア イツ だ け じ ゃ 隆 ろ 
せな いた ろう な 。 だ っ て 手 が 付い て な いじ ゃ な いか 。 扶 入 が 
記 ヨ うな ん て こと ある の か な 7 大 体 そん な 福 福 、 と この 会 
間 せ が 適 る の ィ そう いえ ば 前 に 、 大 手 の 引 趣 し 乗 才 が 全 通 
記 の 4 トラック の 代わ り に 休 台 か 請 入 し て 合っ て た ん だ よ ち 。 
い ヤ ホラ 、 あ れ で 作業 し て た 6 目立つ じゃ な い 。 計略 に な れ 
計 氏 に も な る し き 。 で も や っ ぱり 腸 か が いけ な か っ た の か 
間 も 7 いま は こん る 補 れ た 硬 で. 欠け で いる よ 、 で も 衣 
還 下 ゆう. あぁ ヤ っ て あい て いる 5 し い 、 あん な で っ か い 目 で 


EE 計 計れ て た ら 、 きみ に 入る 気 も ね く な る ね 、 き っ と 、 
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PAT が AN 


こ Hi は 出生 代 の web サ イト が サー バー 特 枯 に 伴っ て URL を 
計 し た 了 、" 転 し まし た "の お 知ら や 夫 像 と し て 隊 い た ラ 
ク ガ が 元 に を っ て いま す 。 何 も 考え ず 導 当 に サラ ッ と 指 い 
た の で 、 他 と は べ て や \ あ ちゃ 5 は 感 」 が ある の は その 邊 
職 で し ょ う 。 当 箇条 名 に ダン ホール 聞か ど 、 い わる 引 放 


し 着 和 5 し い 6 の を し て いた の で す が 、 リ アリ ティ を 
で うと 計 い コン テ ナ 和 人 和 に 和 更 し まし た 。 それ に 年 っ て 
人 の サイ ズ を 大 きく を っ て し まい 、 カ メラ や セン サー が 
大 坪 な スケ ー ル に を っ て し まい まし た 
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ル の と 7/ 


